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秀英予備校 木下雅博

出題形式

図表・グラフを基に出題されることが多い。概ね２問構成。１問めでは提示された図表・グラフから読み取れ

る特徴を述べ、２問めでは１問めで読み取った内容を利用して意見を述べる形が多い。

１問めでの字数制限は１００字から４００字まで、２問めは４００字から８００字までと、相当の記述量にな

ることを覚悟しておきたい。図表・グラフの内容は極端に難しいものではなさそうだが、それぞれの志望学科に

関わる内容のものであることが非常に多い。短期大学部では文章でテーマが示されて、それに対して意見を述べ

る形が多い。こちらも概ね２題構成。

対策

・題（テーマ）についての知識が不可欠。

あてられた題材・テーマに関わる知識がないと具体例を挙げて「論」じることができない。問題がその学科に関

わることが特徴である以上、受験する学科にまつわる知識・情報へのアンテナをのばしておくこと。

・解答をリンクさせよう

図表の読み取りをもとにして考えを述べる形式の場合、「考え」（＝意見・主張）の根拠となるのが図表の読み取

りにすることになるので、問題１と問題２に因果関係を成り立たせなければならない。

・イエスかノーかをはっきりしよう

具体例を示すことができて筋道が通っていれば（よほど非道徳的でないかぎり）、イエスでもノーでもかまわな

い。感情論にならないように。

例題１ 2019 健康スポーツ科学科

次の表１（省略）は、障害者及び成人が、過去 1 年間にスポーツ・レクリエーションを行った日数の割合（20

歳以上）を比較したものである。この表を見て次の問題に答えなさい。

問題１. 表１から読み取れること（自分の考えや感想は含まない）を 2 つ以上 400 字以内で書きなさい。

問題２. 問題１に記載したことについて、あなたの考えを 400 字以内で書きなさい。

例題２ 2019 短期大学部 体育学科Ⅰ期

問１ 近年、「教員の多忙化」が問題となり、原因や対応策について様々な検討がされています。その一つに、

部活動のあり方が取り上げられ、一部の中学校では「部活動の外部指導者」を導入する試みがスタートしていま

す。そこであなたは、外部指導者による部活動のメリット、デメリットをどのように考えますか。自分の部活動

経験を踏まえて、400 字以内で述べなさい。

問２ ドーピングとは競技能力を増進させる可能性がある手段（薬物あるいは方法）を不正に使用することであ

り、スポーツ選手はその規則に違反すると厳しい罰則が科されます。スポーツ現場においてなぜドーピングは禁

止されると思いますか。あなたの考えを 400 字以内で述べなさい。



・命題を立てる

題（テーマ）が広い場合は、自分で「何について論じるか」という「命題」をはじめに決める必要がある。

例題３ 2019 栄養科学科

問 授乳期の栄養方法に関して、厚生労働省は「乳幼児栄養調査」を実施して、継続的に調べている。図１・図

２は 2015 年度（平成 27 年度）「乳幼児栄養調査」の結果です。栄養方法は、乳児を母乳で育てることを「母乳

栄養」、粉ミルク等で育てることを「人工栄養」、母乳や粉ミルク等の両方で育てることを「混合栄養」と定義さ

れています。

ＷＨＯ（世界保健機関）は、母乳栄養を授乳期に最も優れた栄養方法として推奨している。それに伴い、発展

途上国においても先進国においても、各国の保健・医療機関が母乳栄養を増やすための取り組みを行っている。

次の問いに答えなさい。

図１ 授乳期における栄養方法（生後 1 か月、3 か月）の推移…グラフ省略…

図２ 乳児をもつ母親の栄養方法別就業状況…グラフ省略…

問１ 授乳期における栄養方法が、図１に示した10年間でどのように推移したかを180字以内で説明しなさい。

問２ 図２は、乳児をもつ母親の栄養方法別就業状況を調査した結果です。母親の就業状況と授乳期の栄養方法

について説明し、授乳期の栄養方法に関するあなたの意見を 400 字以内で記述しなさい。

・条件を満たしているか

設問に示された条件（注意事項・指示）に従った答案となっているか。

例題４ 2017 こども健康・教育学科

次に示した（１）～（４）は、「高校生の進路と職業意識に関する調査」（2013 日本青少年研究所）の単純集計

結果を一部抜粋したものです。これらをもとに問１、問２に答えなさい。

…図表省略…

問１ （１）から（３）の調査結果から、日本の高校生の特徴を述べなさい。（400 字）

問２ （４）質問にあなた自身が回答し、その理由を述べなさい。（400 字）

・スタイルを確立しておくとよい

一般的には、

①「命題を示す」…設問に「三つ挙げて」などとある場合もここで列挙しておく。

②「意見を述べる」…反対意見を想定し打ち消すと自分の意見の正当性を訴えるとすすめやすい。

ここで結論を言い切ってしまわないように。

③「具体例と展開」…自分の意見の理由とその具体例、設問に「経験を」などとあればここで展開する。

④「結論」…だからこうなのだ、キッパリと自分の意見（是非）を言い切る。

・誤字、脱字はないか、原稿用紙の使いかたの違反はないか。

ことさらに難しい言葉で書く必要はないが、漢字がしっかり書いてある答案は見栄えが良い。


